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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第65期

第２四半期
連結累計期間

第66期
第２四半期
連結累計期間

第65期

会計期間
自　2021年４月１日
至　2021年９月30日

自　2022年４月１日
至　2022年９月30日

自　2021年４月１日
至　2022年３月31日

売上高 （千円） 4,802,425 5,263,331 9,511,283

経常利益 （千円） 520,555 858,480 885,424

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 368,995 670,341 630,031

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 441,177 798,740 916,095

純資産額 （千円） 4,205,277 5,445,286 4,679,923

総資産額 （千円） 12,681,958 13,304,919 12,732,035

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 247.15 472.74 432.33

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 33.2 40.9 36.8

営業活動によるキャッシュ・フロー （千円） 332,072 895,094 1,219,977

投資活動によるキャッシュ・フロー （千円） △90,091 △105,755 △161,045

財務活動によるキャッシュ・フロー （千円） △604,534 △405,599 △1,056,156

現金及び現金同等物の四半期末（期

末）残高
（千円） 2,738,654 3,692,998 3,195,813

 

回次
第65期

第２四半期
連結会計期間

第66期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自　2021年７月１日
至　2021年９月30日

自　2022年７月１日
至　2022年９月30日

１株当たり四半期純利益 （円） 151.28 251.44

（注）１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

 

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び関係会社）において営まれている事業の内容に重要

な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」について重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　当第２四半期連結累計期間における当社グループの財政状態、経営成績（以下「経営成績等」という）及びキャッ

シュ・フローの状況の概要並びに経営者の視点による当社グループの経営成績等の状況に関する認識及び分析・検討

内容は次のとおりであります。

　なお、文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

(1）財政状態及び経営成績の状況

（財政状態）

流動資産

　流動資産は、前連結会計年度末に比べ796百万円増加し8,581百万円となりました。主な要因は、前年度から引続

き売上高が増加したことにより、現金及び預金が491百万円増加し3,710百万円（前連結会計年度末3,219百万

円）、売上債権が240百万円増加し2,902百万円（前連結会計年度末2,661百万円）となったことによるものであり

ます。

固定資産

　固定資産は、前連結会計年度末に比べ224百万円減少し4,723百万円となりました。主な要因は、減価償却の進捗

に伴い有形固定資産が154百万円減少し4,045百万円（前連結会計年度末4,200百万円）となったことによるもので

あります。

流動負債

　流動負債は、前連結会計年度末に比べて67百万円増加し4,311百万円となりました。主な要因は、売上高増加に

伴い仕入債務が127百万円増加し1,233百万円（前連結会計年度末1,105百万円）、有利子負債の返済を行った事に

より、短期有利子負債が80百万円減少し2,282百万円（前連結会計年度末2,363百万円）となったことによるもので

あります。

固定負債

　固定負債は、前連結会計年度末に比べて259百万円減少し3,548百万円となりました。主な要因は、長期有利子負

債が273百万円減少し2,491百万円（前連結会計年度末2,765百万円）、退職給付に係る負債が16百万円増加し567百

万円（前連結会計年度末550百万円）となったことによるものであります。

純資産

　純資産は、前連結会計年度末に比べて765百万円増加し5,445百万円となりました。親会社株主に帰属する四半期

純利益の計上670百万円の計上によるものです。
 

（経営成績）

　当第２四半期連結累計期間の世界経済は、ロシアによるウクライナ侵攻によって資源価格が高騰することにより

物価が上昇傾向にあります。このような状況下において米国を中心に金利引上げが続き、経済成長の低迷が続いて

おります。日本経済は、新型コロナウイルス感染症に係るワクチン接種の浸透や行動制限の緩和により社会経済活

動の正常化への歩みが着実に進み、景気の持ち直しが期待されております。しかしながら半導体部品等の需給逼

迫、原材料・資源価格の高騰、日米の金利差拡大を背景とした急速な円安により、予断を許さない状況が続いてお

ります。当社グループの属する電子部品業界は、引続きデジタル化の進展、次世代通信規格「５Ｇ」関連需要等、

中期的には需要の拡大が見込まれておりますが、足元においては半導体供給不足が続いており、特に自動車業界の

生産調整の影響は広がりつつある状況です。

　このような情勢下、当社グループは生産力を向上させるとともに、より当社グループの製品開発力を生かした営

業活動を強化してまいりました。半導体供給不足による自動車生産の調整の影響は受けつつも、第１四半期より引

き続き中国等を中心に受注が堅調に推移しており生産部門も需要の増加から生産活動を強化いたしました。その結

果、売上高は5,263百万円（前年同四半期比9.6％増）となりました。

　利益面では、生産子会社を中心に稼働率の上昇による損益の改善に加え、大幅な円安方向への為替変動により為

替差益を計上いたしました。その結果、営業利益は612百万円（前年同四半期比21.1％増）、経常利益は858百万円

（前年同四半期比64.9％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は670百万円（前年同四半期比81.7％増）とな

りました。

 

EDINET提出書類

東京コスモス電機株式会社(E01811)

四半期報告書

 3/21



　セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

（イ）可変抵抗器

　為替が大幅な円安方向であったことや、通信や農業機器の電源が引き続き中国市場において好調であった

ため、売上高は2,472百万円（前年同四半期比11.3%増）となりました。生産が増加し生産効率が改善された

ため、セグメント利益は761百万円（前年同四半期比45.0%増）となりました。

（ロ）車載用電装部品

　前年度から引続き半導体供給不足の影響が継続する中、受注に回復の兆しが見え始め、売上高は2,575百

万円（前年同四半期比5.0%増）となりました。材料価格やエネルギー価格の高騰の余波を受けて、セグメン

ト利益は179百万円の利益（前年同四半期比18.6%減）となりました。

（ハ）その他

　その他部門の売上は、設備販売、新規サンプルなどの売上が増加し、214百万円（前年同四半期比70.1%

増）となりました。セグメント利益は増収の影響で60百万円（前年同四半期比54.7%増）となりました。

 

(2）キャッシュ・フローの状況の分析

　当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前連結会計年度末に比

べ、497百万円増加し、3,692百万円となりました。当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状

況と、それらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは895百万円の資金の増加（前年同四半

期は332百万円の増加）となりました。

　主な増加要因は税金等調整前四半期純利益859百万円、減価償却費321百万円、仕入債務の増加91百万円によるも

のであります。主な減少要因は売上債権の増加154百万円によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは105百万円の資金の減少（前年同四半

期は90百万円の減少）となりました。

　主な減少要因は有形固定資産の取得122百万円によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは405百万円の資金の減少（前年同四半

期は604百万円の減少）となりました。

　主な増加要因は長期借入金による収入100百万円によるものであります。主な減少要因は長期借入金の返済286百

万円、短期借入金の純返済額88百万円によるものであります。

 

(3）資本の財源及び資金の流動性に係る情報

　設備投資は今後も継続する予定でありますが、大型設備投資がある程度完了したため、現在計画されている設備

投資は、減価償却の範囲を大きく逸脱することはないものと考えております。有利子負債に関しましては設備投資

資金や運転資金の不足の無い範囲で返済を進めてまいります。また、当面の間、増資等の予定はありません。

 

(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに

生じた課題はありません。

 

(5）研究開発活動

　当第２四半期連結累計期間における当社グループが支出した研究開発費の総額は160百万円であります。

 

(6）従業員数

　当第２四半期連結累計期間において、著しい変動はありません。

 

(7）生産、受注及び販売の実績

　当第２四半期連結累計期間における販売実績の変動については「第２　事業の概況　２　経営者による財政状

況、経営成績及びキャッシュ・フローの情報の分析」に記載のとおりであり、生産及び受注実績についても販売実

績の変動に伴うものであります。

 

(8）主要な設備

　当第２四半期連結累計期間において、当社の重要な設備について著しい変動はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 4,200,000

計 4,200,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（2022年９月30日）

提出日現在発行数
（株）

（2022年11月14日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 1,581,250 1,581,250
東京証券取引所

（スタンダード市場）
単元株式数100株

計 1,581,250 1,581,250 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高

（千円）

2022年７月１日～

2022年９月30日
－ 1,581,250 － 1,277,000 － －
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（５）【大株主の状況】

  2022年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式
（自己株式を除
く。）の総数に対
する所有株式数の

割合（％）

コスモス取引先持株会 神奈川県座間市相武台２丁目12番１号 89 6.26

成成㈱ 東京都江戸川区東葛西６丁目23－４　301 77 5.42

日本証券金融㈱ 東京都中央区日本橋茅場町１丁目２－10号 68 4.84

セコム損害保険㈱ 東京都千代田区平河町２丁目６－２ 47 3.34

㈱ＳＢＩ証券 東京都港区六本木１丁目６番１号 42 2.98

㈱岡三証券グループ 東京都中央区日本橋１丁目17－６ 40 2.81

松井証券㈱ 東京都千代田区麹町１丁目４番地 31 2.18

ＧＭＯクリック証券㈱ 東京都渋谷区道玄坂１丁目２番３号 24 1.71

江川　源 東京都品川区 22 1.58

丸　庸夫 山梨県上野原市 21 1.52

計 － 464 32.69

（注）　所有株式数の割合は、小数点第３位を切り捨てて表示しております。

 

（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2022年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 160,000 － 単元株式数100株

完全議決権株式（その他） 普通株式 1,403,300 14,033 同上

単元未満株式 普通株式 17,950 － １単元（100株）未満の株式

発行済株式総数  1,581,250 － －

総株主の議決権  － 14,033 －

（注）　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式53株が含まれております。

 

②【自己株式等】

    2022年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義
所有株式数

（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合

（％）

（自己保有株式）

東京コスモス電機㈱

神奈川県座間市相武台

二丁目12番１号
160,000 － 160,000 10.11

計 － 160,000 － 160,000 10.11

（注）自己株式は、2022年７月15日に実施した譲渡制限付株式報酬としての自己株式の処分により、5,700株

減少しております。
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２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（2007年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（2022年７月１日から2022

年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2022年４月１日から2022年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、藍監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

（2022年３月31日）
当第２四半期連結会計期間

（2022年９月30日）

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,219,813 3,710,998

受取手形、売掛金及び契約資産 1,956,004 2,155,768

電子記録債権 705,878 746,985

商品及び製品 652,655 748,121

仕掛品 355,337 359,865

原材料及び貯蔵品 737,519 722,467

その他 167,099 146,859

貸倒引当金 △9,718 △9,575

流動資産合計 7,784,590 8,581,492

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 1,131,065 1,088,265

機械装置及び運搬具（純額） 829,942 712,882

土地 1,715,871 1,715,871

その他（純額） 523,196 528,114

有形固定資産合計 4,200,076 4,045,133

無形固定資産   

リース資産 148,856 124,717

その他 33,988 29,776

無形固定資産合計 182,844 154,494

投資その他の資産   

その他 564,523 523,798

貸倒引当金 △0 －

投資その他の資産合計 564,523 523,798

固定資産合計 4,947,444 4,723,426

資産合計 12,732,035 13,304,919

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 592,278 735,172

電子記録債務 513,410 498,315

短期借入金 ※ 1,638,000 ※ 1,550,000

１年内返済予定の長期借入金 553,626 567,988

未払法人税等 139,455 183,468

賞与引当金 191,047 201,089

役員賞与引当金 40,000 40,000

その他 576,573 535,392

流動負債合計 4,244,391 4,311,427

固定負債   

長期借入金 2,338,689 2,137,604

役員退職慰労引当金 7,665 3,397

退職給付に係る負債 550,906 567,004

再評価に係る繰延税金負債 314,794 314,794

その他 595,665 525,404

固定負債合計 3,807,720 3,548,204

負債合計 8,052,111 7,859,632
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度

（2022年３月31日）
当第２四半期連結会計期間

（2022年９月30日）

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,277,000 1,277,000

資本剰余金 － 1,322

利益剰余金 2,560,313 3,188,185

自己株式 △231,610 △223,840

株主資本合計 3,605,703 4,242,667

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 94,906 72,010

土地再評価差額金 734,519 734,519

為替換算調整勘定 214,800 396,844

退職給付に係る調整累計額 29,994 △755

その他の包括利益累計額合計 1,074,220 1,202,619

純資産合計 4,679,923 5,445,286

負債純資産合計 12,732,035 13,304,919
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
（自　2021年４月１日
至　2021年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2022年４月１日
至　2022年９月30日）

売上高 4,802,425 5,263,331

売上原価 3,621,158 3,917,435

売上総利益 1,181,266 1,345,895

販売費及び一般管理費 ※ 675,657 ※ 733,420

営業利益 505,609 612,474

営業外収益   

受取利息 490 379

受取配当金 4,806 5,026

為替差益 5,346 244,320

受取手数料 10,000 －

その他 22,540 25,941

営業外収益合計 43,184 275,667

営業外費用   

支払利息 25,548 23,031

その他 2,689 6,629

営業外費用合計 28,237 29,661

経常利益 520,555 858,480

特別利益   

固定資産売却益 － 1,053

投資有価証券売却益 1,079 －

助成金等収入 14,627 －

特別利益合計 15,706 1,053

特別損失   

固定資産除売却損 400 187

投資有価証券売却損 － 65

臨時休業等による損失 14,524 －

特別損失合計 14,924 252

税金等調整前四半期純利益 521,337 859,281

法人税、住民税及び事業税 83,988 160,792

法人税等調整額 68,353 28,147

法人税等合計 152,341 188,940

四半期純利益 368,995 670,341

親会社株主に帰属する四半期純利益 368,995 670,341
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
（自　2021年４月１日
至　2021年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2022年４月１日
至　2022年９月30日）

四半期純利益 368,995 670,341

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 19,594 △22,895

為替換算調整勘定 47,585 182,044

退職給付に係る調整額 5,001 △30,749

その他の包括利益合計 72,182 128,399

四半期包括利益 441,177 798,740

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 441,177 798,740
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
（自　2021年４月１日
至　2021年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2022年４月１日
至　2022年９月30日）

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 521,337 859,281

減価償却費 324,004 321,492

貸倒引当金の増減額（△は減少） 2,852 △958

賞与引当金の増減額（△は減少） 57,514 9,232

役員賞与引当金の増減額（△は減少） 40,000 －

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △218,090 16,098

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △23,809 △4,267

受取利息及び受取配当金 △5,297 △5,405

支払利息 25,548 23,031

助成金等収入 △14,627 －

有形固定資産除却損 400 13

有形固定資産売却損益（△は益） － △879

投資有価証券売却損益（△は益） △1,079 65

臨時休業等による損失 14,524 －

売上債権の増減額（△は増加） △254,350 △154,974

棚卸資産の増減額（△は増加） △92,768 △51,148

仕入債務の増減額（△は減少） △5,879 91,272

その他 △97,228 △83,204

小計 273,049 1,019,649

利息及び配当金の受取額 5,297 5,405

利息の支払額 △25,790 △22,961

補助金の受取額 124,700 －

助成金等の受取額 16,494 －

臨時休業等による損失の支払額 △14,524 －

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △47,154 △107,000

営業活動によるキャッシュ・フロー 332,072 895,094

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △18,000 △18,000

定期預金の払戻による収入 23,000 24,000

有形固定資産の取得による支出 △127,000 △122,158

有形固定資産の売却による収入 1,492 1,064

無形固定資産の取得による支出 △4,128 △644

投資有価証券の売却による収入 3,606 658

投資有価証券の取得による支出 △4,330 －

その他 35,269 9,325

投資活動によるキャッシュ・フロー △90,091 △105,755

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △118,000 △88,000

長期借入れによる収入 500,000 100,000

長期借入金の返済による支出 △717,282 △286,723

自己株式の取得による支出 △152,840 △204

配当金の支払額 △30,304 △42,468

リース債務の返済による支出 △86,107 △88,203

財務活動によるキャッシュ・フロー △604,534 △405,599

現金及び現金同等物に係る換算差額 27,004 113,445

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △335,549 497,184

現金及び現金同等物の期首残高 3,074,204 3,195,813

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 2,738,654 ※ 3,692,998
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【注記事項】

（会計方針の変更）

該当事項はありません。

 

（追加情報）

該当事項はありません。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

※　当座貸越契約

　当社及び連結子会社（会津コスモス電機㈱、中津コスモス電機㈱）においては、運転資金の効率的な調達

を行うために、７金融機関と当座貸越契約等を締結しております。

　これらの契約に基づく借入未実行残高等は次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（2022年３月31日）
当第２四半期連結会計期間

（2022年９月30日）

当座貸越契約等の極度額の総額 2,002,500千円 2,000,000千円

借入実行残高 1,638,000千円 1,550,000千円

差引額 364,500千円 450,000千円

 

（四半期連結損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　2021年４月１日
至　2021年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2022年４月１日
至　2022年９月30日）

給料手当及び賞与 198,259千円 192,697千円

賞与引当金繰入額 29,540千円 35,434千円

役員賞与引当金繰入額 40,000千円 40,000千円

退職給付費用 16,751千円 12,657千円

役員退職慰労引当金繰入額 3,997千円 1,335千円

貸倒引当金繰入額 2,835千円 △958千円

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は次のと

おりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　2021年４月１日
至　2021年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2022年４月１日
至　2022年９月30日）

現金及び預金勘定 2,756,654千円 3,710,998千円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △18,000千円 △18,000千円

現金及び現金同等物 2,738,654千円 3,692,998千円
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年９月30日）

１　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2021年６月24日

定時株主総会
普通株式 30,304 20.00 2021年３月31日 2021年６月25日 利益剰余金

 

２　基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

の末日後となるもの

　該当事項はありません。

 

３　株主資本の著しい変動

　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年９月30日）

１　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2022年６月23日

定時株主総会
普通株式 42,468 30.00 2022年３月31日 2022年６月24日 利益剰余金

 

２　基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

の末日後となるもの

　該当事項はありません。

 

３　株主資本の著しい変動

　該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

東京コスモス電機株式会社(E01811)

四半期報告書

15/21



（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年９月30日）

１　報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報並びに収益の分解情報

      （単位：千円）

 報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額 

可変
抵抗器

車載用
電装部品

計

売上高        

一時点で移転される財 2,221,915 2,454,135 4,676,050 126,375 4,802,425 － 4,802,425

一定の期間にわたり移

転される財
－ － － － － － －

顧客との契約から生じ

る収益
2,221,915 2,454,135 4,676,050 126,375 4,802,425 － 4,802,425

外部顧客への売上高 2,221,915 2,454,135 4,676,050 126,375 4,802,425 － 4,802,425

セグメント間の内部売

上高又は振替高
－ － － － － － －

計 2,221,915 2,454,135 4,676,050 126,375 4,802,425 － 4,802,425

セグメント利益 525,112 219,988 745,100 39,304 784,405 △278,796 505,609

（注）１　その他の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、混成集積回路、生産設備・金

型、各種スイッチ等の事業を含んでおります。

２　セグメント利益の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社費用278,796千円であります。

３　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２　報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年９月30日）

１　報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報並びに収益の分解情報

      （単位：千円）

 報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額 可変

抵抗器
車載用
電装部品

計

売上高        

一時点で移転される財 2,472,694 2,575,720 5,048,414 214,916 5,263,331 － 5,263,331

一定の期間にわたり移

転される財
－ － － － － － －

顧客との契約から生じ

る収益
2,472,694 2,575,720 5,048,414 214,916 5,263,331 － 5,263,331

外部顧客への売上高 2,472,694 2,575,720 5,048,414 214,916 5,263,331 － 5,263,331

セグメント間の内部売

上高又は振替高
－ － － － － － －

計 2,472,694 2,575,720 5,048,414 214,916 5,263,331 － 5,263,331

セグメント利益 761,364 179,115 940,479 60,796 1,001,275 △388,801 612,474

（注）１　その他の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、混成集積回路、生産設備・金

型、各種スイッチ等の事業を含んでおります。

２　セグメント利益の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社費用388,801千円であります。

３　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２　報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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（収益認識関係）

　顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、「注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりでありま

す。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第２四半期連結累計期間
（自　2021年４月１日
至　2021年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2022年４月１日
至　2022年９月30日）

１株当たり四半期純利益 247.15 472.74

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益（千円） 368,995 670,341

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期

純利益（千円）
368,995 670,341

普通株式の期中平均株式数（千株） 1,492 1,417

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2022年11月14日

東京コスモス電機株式会社

取締役会　御中

 

藍監査法人

東京都港区

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 小林　新太郎

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 富所 　 真男

 

監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている東京コスモス電

機株式会社の2022年４月１日から2023年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（2022年７月１日から

2022年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2022年４月１日から2022年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フ

ロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、東京コスモス電機株式会社及び連結子会社の2022年９月30日現在の財

政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示して

いないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入

手したと判断している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査等委員会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続

企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
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四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー

手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施さ

れる年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められない

かどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書に

おいて四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注

記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められてい

る。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企

業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成

基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財

務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信

じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監

査人の結論に対して責任を負う。

　監査人は、監査等委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な発見事

項について報告を行う。

　監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監

査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを講じて

いる場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 

以　上

 
  

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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